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● 葵 ( ア オ イ ) ●

のびきって 夏至に逢ふたる 葵かな (正岡子規)

梅 雨 の 季 節 を 代 表 す る 美 し い 花 。 梅 雨 入 り の 頃 に 茎 の 下 か ら 上 に 向 か っ て 咲 い て い

き、梅雨明けには咲き終わるため「梅雨葵」という別名もあります。

季 花 葵(アオイ)
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◎
六
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
～

三
時

於

法
輪
会
館
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「
本
願
寺
の
声
明
」

音
律
を
付
し
唱
法
を
用
い
て
お
聖

教
を
お
勤
め
す
る
の
を
「
声
明
(
し
ょ

う
み
ょ
う
)
」
と
言
い
ま
す
。
兀
々
は

イ
ン
ド
の
五
明
と
い
う
学
問
(
①
声

明
【
音
韻
論
・
文
法
学
】
②
工
巧
明

【
工
芸
技
術
論
】
③
医
法
明
【
医
学
】

④
因
明
【
論
理
学
】
⑤
内
明
【
自
分

穀

の
信
仰
す
る
宗
教
に
対
す
る
学
問
】
)

の

一

つ

で

し

た

。

日

本

に

お

い

て

は

、

寺

仏
さ
ま
や
お
浄
土
に
参
ら
れ
仏
と
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
恩
、
仏
の
大
智
大

番

慈
を
お
伝
え
く
だ
さ
っ
た
師
の
徳
を

如
何
に
荘
厳
に
讃
え
る
事
が
出
来
る

刊

の

か

、

と

い

う

仰

信

の

思

い

か

ら

声

明
は
形
作
ら
れ
て
き
た
の
で
し
た
。

月

本

願

寺

は

第

三

代

覚

如

上

人

(
}
鴫
}
～
}
∞
訓
}
)
が
、
天
台
声
明
の
中

心
地
で
あ
る
京
都
大
原
を
訪
れ
て
お

り
、
声
明
は
結
縁
(
け
ち
え
ん
)
、
仏
法

を
知
ら
な
い
方
々
に
縁
を
結
ぶ
こ
と

が
出
来
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
格
的
に
天
台
声
明

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代

第
十
四
代
寂
如
上
人
の
時
で
、
大
原

に
御
堂
衆
宗
謙
を
遣
わ
せ
て
学
ば
せ
、

そ
れ
が
現
在
の
本
願
寺
声
明
の
基
礎

と

な

り

ま

し

た

。

法

要

開
始
時
に
半
鐘
(
喚
鐘
)

を
鳴
ら
す
よ
う
に
な
っ

た
の
も
寂
如
上
人
か
ら

で
す
。
親
鸞
聖
人
四
o

o
回
大
遠
忌
、
四
五
o

回
大
遠
忌
の
法
要
を
執

り
行
わ
れ
た
事
も
法
要

式
や
お
勤
め
の
改
訂
に

努
め
ら
れ
た
事
に
深
く

関
係
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。

念
佛
伽
陀

令
和
の
今
、
専
如
ご
門
主
も
ま
た
来

年
ご
修
行
に
な
る
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
五
○
年
・
立
教
開
宗
八
○
○
年
に

合
わ
せ
て
『
新
制
御
本
典
作
法
(
ご

ほ
ん
で
ん
さ
ほ
う
)
』
を
、
天
台
大
原

声
明
を
元
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
『
正

信
傷
』
に
も
新
し
い
譜
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ロ
司
印
l
}
o
の
ま
ん
延
が

収
ま
り
、
皆
で
声
を
出
し
て
お
勤
め

で
き
る
よ
う
に
な
れ
る
と
有
難
い
の

で
す
が
。

合
棘

出
音

商

黄
鐘
調

91

ク

角性リ

V

ンーア

ク ク商貿律ソ
ス
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み
ほ
と
け
会
月
例
会

・
兼
・
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
ブ
ブ
卓

み
ほ
と
け
会
で
は
N
〇
〇
互
を
用
い
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
話
座
談
会
を
開
催

中
。
次
回
六
月
十
六
日
(
木
)
は
「
い
ろ

は
う
た
で
学
ぶ
仏
教
知
識
」
て
す
。

開
催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午
後
八
時
開
始
・
九
時
終
了

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

毅

』
o
ヰ
一
邑
o
峠
⑬
ロ
ヨ
0
3
一
[
o
o
ヨ

ま
で
、
メ
ー
ル
ご
送
信
下
さ
い
。

寺

普
普
春
日
部
だ
よ
り
令
普

番

◎
ま
ん
延
防
止
措
置
も
解
除
さ
れ
、
注
意
し

な
が
ら
も
少
し
ず
つ
日
常
生
活
も
活
気
を

刊

取
り
戻
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
善
巧

月

寺
門
信
徒
総
永
代
経
法
要
」
も
規
模
縮
小
な

が
ら
も
リ
モ
ー
ト
で
は
な
く
無
事
円
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
懇
念
を
運
ん
て

下
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

⑪
永
代
経
法
要
終
了
後
は
、
ま
こ
と
仏
教
婦

人
会
ミ
|
一
ミ
一
一
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
売

り
上
げ
金
八
千
五
百
円
は
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
た
す
け
あ
い
運
動
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急

支
援
募
金
」
に
送
金
、
難
民
支
援
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
カ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

⑬
イ
ン
ド
菩
提
樹
の
木
が
善
巧
寺
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
菩
提
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の
ポ
ー
デ
ィ
の
音
写
、
智
・
道
・
覚
な

ど
に
訳
さ
れ
ま
す
。
お
釈
澗
様
が
そ
の
木
陰

に
座
し
て
お
悟
り
を
開
か
れ
た
の
で
菩
提

樹
の
名
が
付
き
ま
し
た
。
木
陰
が
出
来
る
ほ

ど
の
大
木
に
は
育
て
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
お
参

り
の
際
は
、
樹
下
に
座
し
、
心
の
微
細
な
勤

き
ま
で
観
察
し
尽
く
し
た
イ
ン
ド
哲
学
の

風
光
に
思
い
ぎ
は
せ
て
み
て
は
?

」


